
宮前区宮前区「希望のシナリオ」 
実現プロジェクト

宮前区の
（仮称）

宮前区 宮前区 
ソーシャルデザインセンターの ソーシャルデザインセンターの 

創出に向けた 創出に向けた 

「ラウンドテーブル」「ラウンドテーブル」の の 
お試し実施お試し実施

令和３年度（2021 〜 2022 年）の活動記録
本紙では平成 30 年から検討してきた宮前区の「希望のシナリオ」実現プロジェ
クトの一環として、令和３年度に地域の課題解決や活動を豊かにする宮前区ら
しい「しくみ」を検討するために実施した「お試しラウンドテーブル」の記録と、
「宮前区のソーシャルデザインセンター像（案）」の検討について紹介しています。
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宮前区ではどう進めているか？
本市のコミュニティ施策は、各区の実情に応じて進めて
います。

では、宮前区の地域特性は？というと、区民の活動が
盛んで、区民は行政の 2 歩も 3 歩も先を行っているこ
とです。このため、宮前区の誇る「豊かな市民活動・地
域活動」をまずは区民と職員が学び合うところから始
めました。

区内の多彩な活動のつながりを「活動相関図」にまとめ、
活動の現場に行って話を聞いてみる「現地ツアー」を行
いました。さらに、活動現場から得られた気づきや活
動の手助けになりそうなアイデアを「活動の手助けにな
るかも ?! アイデア集」にまとめ、大きく６つの柱とな
る活動を支援するしくみが見えてきました。

これらの取組をもとに、参加と協働による地域課題解決
の区域レベルの新たなしくみづくりに向けて、様々な主
体とともに、トライ＆エラーで検討を進めています。
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台風の発生で前日まで風雨や寒さを心配していましたが、おかげさまで、雨
も降らず、うす曇りのハイキング日和。最も高低差があるコースを、予定ど
おり巡ることができました。

コース　 開催レポート１ コース担当
杉本 光一郎

■「長尾住宅いきいきサロン」が開催される長尾住
宅集会所に集合し、近くの長尾元泉公園で「長尾
いきいき体操」を一緒に体験するところから現地
ツアーがスタートしました。皆さん身体が柔らか
く、手足を美しく曲げ伸ばしできるのに驚きなが
ら、たっぷり 30 分、体をほぐした後、集会所に戻っ
て、コーヒー・紅茶・抹茶のいずれか好きなものと
お菓子で一服。室内でできるストレッチや、早口言
葉、漢字の書き取り、間違い探しなどの脳トレ、懐
かしい歌の合唱など、8 年間毎週異なるメニューで
続けている多彩な活動を実際に体験しました。

長尾住宅いきいきサロン
山本 俊子さん

ボランティアの方々

■12 時半に鷺沼駅前に集合し、9 月 14 日に開催された「まち
かどシェア」の会場にもなった「住まいと暮らしのコンシェ
ルジュ」に立ち寄りました。中には“ダンボール図書館”が設
置されていて、店長さんからお話を伺うこともできました。

強い陽射しが降り注ぎ、熱中症が心配になるような晴天に恵まれました。予
定のコースを巡り終え、作業を手伝って町内会館の外に出たときには、すっ
かり日が暮れていました。

コース　 開催レポート２ コース担当
髙橋 瑛乃

ダンボール
　図書館▶

歩距離も時間も 6 コース中最長で、8 時 45 分に宮崎台駅前に集まってから、
駅周辺を行ったり来たり。午前と午後で違う道を通って、このまちの多彩な
景色を楽しみました。

コース　 開催レポート３ コース担当
大木 かほ里

■駅からすぐのところにある宮前老人福祉センターで 2 か月に 1 度開催さ
れている「ひとりぐらし老人会食会」。会が始まる 2 時間近く前から準
備が始まります。会場に机や椅子を並べ、ランチョンマットを置き、お弁
当や果物、漬物などを配る作業を手伝うところから参加しました。お誕生
日を祝い、プレゼントをもらって写真を撮り、ストレッチや脳トレで体を
動かしたり、大きな声を出したりして盛り上がって場が和んでから、食事
会が始まりました。宮前中央地区社会福祉協議会の方々が作ったアツアツ
の汁物に笑顔が広がりました。

宮前中央地区
社会福祉協議会
小谷田 實さん

▲スタッフの皆様が笑顔で迎えてくれます

◀この日はハンバーグ弁当！

■有馬ふるさと公園では、まず、「有馬オープンガーデンの会」の方から、
広大なこの公園の成り立ち、昔のままの森を残す部分と公園として整備
した部分とで異なる植栽の特徴や西有馬小学校での環境授業など、公園
の利用について様々な角度から教えていただきました。さらに、区内６
か所で行われている「冒険遊び場」の活動のひとつで、この公園で毎月
第３土曜日に行われている「ポレポレ」の活動のお話を伺いました。前
日の雨で木の表面が湿っていて、木を傷つけてしまうとの配慮から活動
中止となり残念でしたが、いつも木々の間に張られるロープや子どもた
ちが元気に遊ぶ姿を想像しながら、自分のチカラで楽しむ冒険外遊びの
魅力や苦労しながら続けてきた道のりについてお話を伺いました。

前日まで雨が心配されましたが、集合時間には雨も上がり、暑くも寒くもな
いウォーキング日和で、途中、ルート上の寺社にも立ち寄りながら、快適な
街歩きができました。

コース　 開催レポート４ コース担当
髙橋 瑛乃

有馬オープンガーデンの会
影山 亥史郎さん

◀樹木名の板を
　ひっくり返すと
　地元小学生の絵が！

◀樹木名の板を
　ひっくり返すと
　地元小学生の絵が！

公園内に設置が▶
　認められた　

　ポレポレの倉庫　

宮前区子どもの遊び場を
考える会ポレポレ
山岡 洋子さん

■８時に西野川小学校の校門に集合
し、「西野川小あいさつ運動」に
参加しました。校門前に地域の人た
ち、校門の内側に当番の学年の小学
生と先生が並び、登校する小学生た
ちに「おはようございます」と声を
かけます。終了後、校長先生やＰＴ
Ａ会長さんも加わって、自治会の方
から、小学生の「あいさつをしたい」
という声で始まったあいさつ運動の
歴史や、これまでの苦労、あいさつ
を繰り返すことの効果などを教えて
いただき、ツアー参加者と意見交換
を行いました。

全６コース中、一番の晴天に恵まれました。澄んだ青空のもとで、校門で
すがすがしく朝のあいさつを交わし、陽射しの降り注ぐなか、上着を脱い
で野川・馬絹地区を歩きました。

コース　 開催レポート５ コース担当
山田 将史

▲まずは校門付近の掃除からスタート▲まずは校門付近の掃除からスタート

▲最後は、当番の児童からお礼の一礼▲最後は、当番の児童からお礼の一礼

▲小学生の登校を見守る防犯ベストを着た地域の方々▲小学生の登校を見守る防犯ベストを着た地域の方々

野川台自治会
櫻井さん

民生委員
鈴木さん

民生委員
辻本さん

西野川小学校
小野瀬さん

PTA
石渡さん

コース　 開催レポート

■８時３０分に北部市場に集合。業務棟２階の大きな会議
室で、出荷から消費者に届くまでの市場のしくみや、青
果・水産・花き部門の取扱量・金額等の説明を受けた後、
青果棟で果物の袋詰めをする様子や、朝７時から始まっ
ている「花き」のせり売りで、パンジーなどの鉢植えが
競り落とされていくところを見学。一般の方も買い物が
できる「関連朝市」を土曜日に開催している関連商品売
場棟にも足を運びました。

６ コース担当
松元 翔吾

５、６コースは連日の開催でしたが、天候に恵まれ、全コース実施できました。
北部市場から菅生、バスに乗って宮前平へ、さらに歩いて土橋・南平台と幅
広い地域を巡りました。

「希望のシナリオ」実現プロジェクト

 これまでの取組

コロナ禍の
ため中止

平成 30 年度 (2018 〜 2019 年）
平成 30 年度は、宮前区内にある活動を洗い出し、	
それらのつながりを明らかにする取組からはじめまし
た。ます職員の中で知っている活動や資源を勉強会で
出し合い、それをたたき台に区内で活動している区民
のみなさんとさらに情報を出し合いました。

それらを元に、3月には活動の「つながり」を確認し	
「活動相関図」をつくり、つながりを強めるための企画
アイデアを出し合うワークショップを開催しました。

令和元年度 (2019 〜 2020 年）
令和元年度には、区内で様々な活動をしている区民等
の「みやまえ取り組み隊」が始動し、実際に現場で活
動の様子を見て、話を聞いて、活動を体験する「現地
ツアー」を実施しました。「報告会＆ミーティング」では、
現地ツアーで見つけてきた地域資源や、活動の手助け
になるかもしれないアイデアを共有し、市民創発を促す
「アクション」を考えました。新型コロナウイルス感染
症の発生に伴いアクションの実施は叶いませんでした
が、宮前区らしいしくみを考えるスタートになりました。

宮前区の
（仮称）

活動現場の体験・資源の再発掘宮前区内での 
豊かな活動の広がりを再確認
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どうやって運営？

どんなこと・支援を？

どこで？

どんなカタチで？

取組と検討のステップ

令和３年度（2021 〜 2022 年）の取組
宮前区らしいしくみ（仮説）の

お試し実施

宮前区にソーシャルデザインセンターがあることで

何ができるの？何が変わるの？

キックオフ SDCを
考えよう

令和３（2021）年　

11月 3日（水・祝）
13：30～16：30

令和４（2022）年

3月 13日（日）
13：30～16：30

ミーティング 1 ミーティング２ ミーティング３ 全体会全体会 分科会

これまでの取組を振り返り、
ラウンドテーブルを
キックオフしよう

ラウンドテーブルで
地域でやりたいアクションを

応援しよう

宮前区らしい
ソーシャルデザイン
センターのあり方を

考えよう

ラウンドテーブル
お試し実施

宮前区ソーシャル
デザインセンターの
創出に向けてお試し
実施を検証しよう

効果検証
アンケート

令和３（2021）年　

12月　
令和４（2022）年

2月
令和４（2022）年

2月

13

「ラウンドテーブル」とは？

必要な情報が
シニアに
届かない…

まちでもっと交
流できる場が
あったら

いいのにな～

多様な主体が
協働・連携する
プラットフォーム

仮説

地域の課題や
実現したい
こと

活動の
後押し・支援

こういう人や
団体に情報を
届けるといい
んだ！

すでにこんな
取組があった
んだ！コラボ
してみたい！

これまでと何かちがうの？

SDC は誰のためのしくみ？
•	 区内で様々な活動をする人・団体

•	 まちを良くしたいと思っている・
まちのことで困っている区民

•	 宮前区をみんなが楽しく、	
住みやすい地域にするために！

SDC によって何ができるようになるか？
•	 様々な人や団体、企業、活動とつながり、１つの主体では実施が
難しいことを、SDCを通して多様な主体との協働・連携を通じて
実現できるようになる

•	 必要としている支援を提供している主体とつながることができる

•	 地域課題の解決を目指して、実験的に取り組んでみることができる

どんなカタチで？

多様な主体が
協働・連携する

プラットフォームとなる
「場」が必要

▼
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「ラウンドテーブル」

仮説

どうやって運営？
多様な資源（人・ノウ
ハウ・場など）を
みんなで持ち寄る

＼宮前区のポイント／

行政からの補助金などでは
なく、多様な主体が持ち寄
る資源を活かしながら運営

46

仮説だれが？

による協働・連携

（行政も一員）

42

宮前区の多様な主体

仮説 どこで？

特定の場所（拠点等）
ありきではなく

＼宮前区のポイント／

求められる「機能」を
区内の多様な主体が連携
しながら実現につなげて

いけると良い

45

仮説

どんなこと・支援を？

44

６つのアイデアの柱

課題解決に必要な
支援として

が基本の機能

仮説

令和３年度は、「みやまえ取り組み
隊」が積み重ねて検討してきた、
地域の課題解決や活動を豊かにす
る宮前区らしい「しくみ」を、実際
にお試しで実施しました。

宮前区では、区内の多彩な活動が
より豊かになることが重要であり、
そのためには、お互いを知り、つ
ながり、信頼できる関係を築くこと
が必要と考え、そのための取組が
宮前区らしいしくみではないかとい
う仮説をたてました。

多様な主体が協働・連携するプラッ
トフォームとして「ラウンドテーブル」
を考え、お試し実施しました。

宮前区らしい 
しくみは、

宮前区の区域レベルの地域課題解決のしくみ（ソーシャルデザインセン
ター：SDC）の創出に向けて、ラウンドテーブルのお試し実施の効果を検
証するアンケートを実施し、SDC像の検討につなげました。

区内の豊かな活動を活かし、主体的に活動
する既存の活動や人をつなぎ、さらに豊かに
していく「しくみ」や「しかけ」

仮説

仮説多様な主体が 
協働・連携する 
プラットフォーム

だれが？だれが？

による協働・連携

（行政も一員）

42

宮前区の多様な主体

仮説

委嘱など決まった
人だけが関わるのでは
なく、参加／出入り自由な

カタチで様々な人が関
われる

行政主導ではなく、
NPO、大学、企業との

連携による運営や、多くの
主体が知恵を持ち寄り 

創発していくしくみ

「ソーシャルデザイン
センター」への行政の関

わり方自体も新しい 
モデルになるように！
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公園 × マルシェで 
「拡大まちかどシェア」

ラウンドテーブルを通じて、公園な
どの公共施設の活用や町内会など
の地域団体と連携した活動に関す
る理解が深まったことがアンケート
結果から見えてきました。

また、今回の取組をきっかけに区
では「宮前区における物販を伴うイ
ベント等に関する公園利用ガイドラ
イン」を策定。ガイドラインによって、
公園活用のプロセスや条件がわか
りやすくなり、より柔軟に公園を活
用できるようになりました。

その他成果：
•	 今回のようなイベントが公園の管
理にもつながることが見えてきた

•	 区役所では、今回の取組が社会
実験のような効果となり、公園
活用の内部検討が加速した

多様な主体が協働・連携するプラットフォーム

ラウンドテーブルを 
お試しで実施してみました

３つのお試しラウンドテーブル
ラウンドテーブルのテーマはプロジェクトオーナーを引き受けてくださった	
以下のみなさんにご提供いただきました。

各ラウンド
テーブルの
参加人数

３つのプロジェクトをテーマにラウンドテーブルを実施しました。ラウンドテーブルは、単にプロジェクト自体を実現
することだけではなく、実際に皆さんにプロジェクトに関わっていただくことを通して、新たなつながりづくり、ノウ
ハウの共有、資源の見える化や活用の促進、企業との連携促進、地域の場の活用等を進めることを目的としています。

ラウンドテーブル1 の成果  
2 

アンケート結果 ｜ 概要 
 

ラウンドテーブルについて 
 

２｜参加したテーブル  ３｜ラウンドテーブルの効果 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４｜参加した「お試しラウンドテーブル」の効果に関するご意見 

凡例 ｜ 良かったこと ｜ どちらでもない・改善できること ｜ 気になったこと 

テーブル１：公園×マルシェで「拡⼤まちかどシェア」 
●活動の運営の⼿助けになった 
●場の活⽤を通じて地域の⼈と知り合える活動にやりがいを感じた 
●活動について、取組の運営⽅法や、⼈や場などの資源の活⽤について理解が深まった 
●⾏政や町内会の参加による活動の広がりや安⼼感を感じた 
●開催等の⼤事な部分はすべて決まっていたので、ラウンドテーブル単体での効果は答えづらい 
●メンバーの関係を深める、新たな活動を⽣むためには積み重ねが必要 

テーブル２：シニアが気軽に⽴ち寄れる場（宮前区版道の駅）をつくってみよう！  
●⼀から課題を検討するテーマはラウンドテーブルのお試しとして良かった 
●課題の検討、課題に気づくことができた 
●様々な資源があることがわかった 
●対象をシニアに限定する必要はないのでは 
●テーブル２の効果測定はまだ早い 

テーブル３：⺠間が保有する地域の場と地域活動をマッチングしよう！  
●参加者の活動⼒や熱意に感⼼した 
●効果を実感できるのはイベント実施後なので、まだわからない 
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①地域の資源や活動している⼈等を知ることができた

②新たな知り合い・つながりができた

③ラウンドテーブルメンバー同⼠の関係が深まった

④⺠間企業との連携が進んだ

⑤今まで参加していなかった活動に参加できた

⑥ノウハウが共有できた／を得ることができた

⑦⺠間が保有する地域の場の活⽤が進んだ

⑧公共施設・空間の活⽤に関する理解が深まった

⑨公共施設・空間の活⽤が進んだ

⑩活動の情報発信の⽀援ができた／を受けられた

⑪新たな活動が⽣まれた

⑫活動の困りごとを解決できた

⑬地域課題の解決や実現したいことのアイデアが深まった

⑭参加者や地域を巻き込んで⼀緒に活動できた

⑮担い⼿の多様化と育成を⽀えることができた

⑯宮前区らしい取組を後押しできた

【問3】 参加された「お試しランドテーブル」の効果について、評価してください。

1. 効果がなかった 2. あまり効果がなかった 3. どちらとも⾔えない 4. やや効果があった 5. 効果があった

テーブル１
13名｜41%

テーブル２
10名｜31%

テーブル３
9名｜28%

１．公園×マルシェで「拡⼤まちかど
シェア」（辻さん・浅野さん）

２．シニアが気軽に⽴ち寄れる場（宮
前区版道の駅）をつくってみよう！
（⻄村さん）

３．⺠間が保有する地域の場と地域活
動をマッチングしよう！（森⼭さん）

1
テーブル

2 

（１）12月 5日 公園マルシェの振り返り 

振り返り｜まとめ 

エリア 良かったこと 気になったこと 次回改善できること 
全体： 
マルシェの
効果 

●⽴ち話など知らない⼈と
の会話や交流が⽣まれた 

●アンケートが交流のきっ
かけになって楽しかった 

●アンケートに参加しても
らうためには温かい飲み
物が効果的だった 

●まちの良さに気づけた 
●様々な世代や⼈が参加で

き、楽しめていた 

■飲⾷関係が景品以外はな
かったこと 

 

― 

全体： 
町内会と 
つながる・
町内会を 
知る 

●他の町内会にもこの取組
の様⼦をみてもらうこと
ができた 

■町会との関わり⽅やイベ
ントの⽬的が参加者に伝
わったかが気になる 

■参加者の町会に対する意
識が少ないことが分かっ
た 

▶⽬的の共有が⼤切 
▶町内会が区⺠の活動をサ

ポートできると良い 
▶別町会との交流コーナー

（情報コーナー）があると
良い 

全体： 
参加者への
案内や 
事前周知 

― ■公園の中に⼊って良いの
がわからなかった 

■イベントについて知らな
かった［出店者］ 

 

▶のぼり旗のような⽬印を
設置する 

▶⼊り⼝で声かけする⼈を
配置する 

▶会場内でアナウンスがあ
ると良い 

▶チラシをまちなかでもっ
と⽬にする機会があると
参加者も増えて良い［出店
者］ 

全体： 
運営体制・
運営側の 
つながり 

●運営側として企画に関わ
れると良いと思った⼈が
多い印象を受けた 

 

■関わっていた⼈の所属な
どが分からず、横の交流が
できなくてもったいなか
った 

■運営を統括していた辻さ
ん・浅野さんが⼤変そうだ
った 

■終了時間が明確ではなか
った 

 

▶関係者同⼠の横のつなが
りを促すため、事前顔合わ
せや⾒える化できると良
い 

▶関係者間で運営作業を共
有して、運営の負担を分散
できると良い 

▶公園管理者も事前ミーテ
ィングに関われると良い 

▶今後の展開：他の公園でも
展開し他団体も参加でき
る仕組みがあると良い 

全体： 
規模 

●公園の規模がちょうどよ
く、場所も駅に近くて参加
しやすかった 

●開催時間を通じて、参加者
数が平均化していてよか
った 

■コロナ対策の⼈数が気に
なった 

 

▶参加者がさらに多い場合
はコロナ対策の検討も必
要 

 

全体： 
設営・ 
資機材 

●当⽇の設営や飾り付け作
業がスムーズだった 

●発電機の⾳でイベントを

■発電機の⾳や排気が気に
なった 

 

▶発電機の利⽤は最低限に
できると良い 

▶区役所が関わっていない
場合、代わりの⼈員などが

3 

エリア 良かったこと 気になったこと 次回改善できること 
やっている雰囲気が出た 

 
必要 

▶避難場所など、緊急時など
を想定しておくことも⼤
事 

防災 
コーナー 

●防災は参加者の関⼼が⾼
かったテーマだった 

●説明を通じて関⼼が⾼ま
り、他地域についても知る
ことができた 

●区役所による防災グッズ
の配布で、⼈を呼び込みや
すかった 

■配布グッズが余ってしま
った 

■混雑していたときは説明・
情報を受けることできな
かったのがもったいなか
った 

 

▶コーナーで配布している
ことについて、開催中に周
知できると良い 

 

町内会 
コーナー 

●町内会の⽅々のビブス着
⽤がわかりやすく、安⼼感
につながった 

●⼤⼈向けの町内会・⾃治会
の情報（ポスター）と⼦ど
も向けのマスコットや飾
りが交互に飾られている
ことが効果的だった 

●町内会の紹介資料があっ
たことがよかった 

■町会⻑ともっと交流でき
ると良かった 

 

― 

マルシェ・
販売 

●お店番の体験が初めてで
きた 

●出店物の情報も展⽰され
ていて、関⼼をかめること
ができた 

●出店までの流れがスムー
ズだった［出店者より］ 

 

■お店番の間、代わりに説明
するのが難しかった 

■販売エリアが寒かった 
■時間が短く感じた［出店者

より］ 
 

▶出店者同⼠がそれぞれの
お店について情報を共有
し、お店番の連携ができる
と良い 

▶寒さ対策を検討する 
▶その地域の参加者層に合

わせて出店物を考えられ
ると良い 

▶チラシの写真を出店者に
も共有し、周知を協⼒して
もらう［出店者より］ 

読み聞かせ ●読み聞かせは⼦どもも⼤
⼈も喜んでいた 

●始める前に注⽬を集める
⾏動が良かった 

●クッションシートや広さ
が良かった 

■発電機の⾳で声が聞こえ
づらかった 

■全体アナウンスは届いて
いたなかった 

 

▶読み聞かせや開始時のア
ナウンスが聞こえるよう
にマイクや拡声機を使う 

▶読み聞かせ以外の時間に
⼦どもが関われるアクテ
ィビティができると良い 

まちかどラ
イブラリー 

●会場でのライブラリーの
位置がよかった 

■ライブラリーの使い⽅が
説明なしではわかりづら
かった 

▶本の循環を⽣むために、事
前に周知して本の持参を
呼び掛けられると良い 

まちの情報 ― ― ▶掲載できる情報の幅が広
がると良い 

▶別町会との交流コーナー
（情報コーナー）があると
良い［再掲］ 

装飾 ●ツリーや会場全体の飾り
付に⼦どもが喜んでいた 

 

■ツリーが⽬⽴たない場所
に置いてあり残念だった 

 

▶ツリーの位置をもっと⽬
⽴たせる 

▶飾りを最後まで⼦どもも
⼀緒にする 

どんなラウンドテーブル？
公園で宮前まち倶楽部と花の台町
内会が、公園清掃の後に実施する
マルシェに、ラウンドテーブルメン
バーも参加・協力させていただいて、
ノウハウ等を共有するというテーマ
で実施しました。

まず本番の前に準備としてミーティ
ングを実施しました。当日の具体
的な準備、役割の確認、見るべき
視点等について確認をしました。

マルシェ当日は大盛況で宮前まち
倶楽部や町会の皆さんの力を実感
しました。ラウンドテーブルメンバー

もアンケートを取ったり、情報コー
ナーを担当したりして運営を体験さ
せていただきました。

ミーティング２-２では、開催後の
振り返りを実施し、良かったこと 
気になったこと 次回改善できるこ
とを出し合いました。

•	 ミーティング２-1：	
2021年11月18日（木） 13:00 〜15:00

•	 公園マルシェ：	
2021年12月 5日（土）   11:00 〜14:00

•	 ミーティング２-2：	
2021年12月 22日（水）13:00 〜15:20

DATA みんなの知恵でみんなの知恵で
公園活用や 公園活用や 
イベント運営の イベント運営の 
ノウハウが ノウハウが 
蓄積されました蓄積されました

川崎市初の公園利活用 川崎市初の公園利活用 
ガイドラインが誕生!?ガイドラインが誕生!?

DATA

◀各ラウンド 
　テーブルの 
　詳しい様子は 
　こちらから！

https://www.city.kawasaki.jp/miyamae/
cmsfiles/contents/0000103/103205/22
_0313miyamaeSDC_03_sanko1.pdf

公園 ×マルシェで 
「拡大まちかどシェア」

辻 麻里子さん
浅野 真紀さん

シニアが気軽に 
立ち寄れる場 

（宮前区版道の駅？） 
をつくってみよう

西村 ルミさん

民間が保有する 
地域の場と地域活動
をマッチングしよう！

（株）コジマさん・（株）アクロス
ソリューションさん・ 

森山 隆幸さん（宮前区役所）

1
テーブル テーブル

2
テーブル

3

https://www.city.kawasaki.jp/miyamae/cmsfiles/contents/0000103/103205/22_0313miyamaeSDC_03_sanko1.pdf
https://www.city.kawasaki.jp/miyamae/cmsfiles/contents/0000103/103205/22_0313miyamaeSDC_03_sanko1.pdf
https://www.city.kawasaki.jp/miyamae/cmsfiles/contents/0000103/103205/22_0313miyamaeSDC_03_sanko1.pdf
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資源リスト（更新版）  

分野 資源 

人・スキル ・ハンドメイド作品を作っている作家さん 

・４０代くらいの方の出店者：布小物、和菓子・お茶、指ヨガ、耳ツボピアス、フ
ラワー・お花のアレンジ、漢方、うなぎ等 

・４０代くらいの方によるステージ：ミュージックケア、笑いヨガ等 

・分館祭りの運営の経験 

（ミーティング２で
追加） 

・自分の住まいの近くならついでに配達しても良い方 

・企業、商店街 

・スマホで受け手と提供側をリアルにマッチング（ITスキル） 

・ライティング、ITスキル 

・コ・リーガルとして法律家とともに相談、講演、カウンセリング 

場所・空間 ・福祉施設の地域交流スペース 

・免許返納であいた自宅の駐車場 

・菅生分館 

（ミーティング２で
追加） 

・南野川ふれあいの森 

・矢上川 

・平瀬川 

・施設・店舗等の時間外の駐車場、外からアクセスできる屋上 

・大型店の駐車場（休業日） 

・空き家活用or 住み開き 

・自宅の道路沿いの一部屋（6帖のスペース） 

・川沿い、バス停、公園、通り沿い 

・公園 

・学校、校庭 

・地区会館 

・コミュニティカフェ 

機会 ・分館祭り 

・コミュニティカフェ（区内に50カ所くらいあります！） 

・公園体操（区内50カ所くらいでやっています！） 

・コンビニ程度の大きさで提供しているデイサービスの事業所 
（週に 1回くらい人が集まってフィットネスやっています！） 

・移動図書館 

（ミーティング２で
追加） 

・移動図書館の来るところ（宮前美しの森公園、宮前休日急患診療所駐車場、有馬
さくら公園、市立東高根森林公園） 

民間が保有する地域の場と地域活動を 
マッチングしよう！

シニアが気軽に立ち寄れる場 
（宮前区版道の駅？）をつくってみよう！

ラウンドテーブル３の成果

ラウンドテーブル２の成果

どんなラウンドテーブル？
テーブル３では、企業の場の活用
と地域活動との連携とマッチングを
テーマに、2021年9月にコジマビッ
クカメラ梶ケ⾕店で行われた「コジ
マルシェ」を題材に、取組を進めま
した。

ミーティング２では、第２回コジ
マルシェの可能性の検討を進め、
３月 19 ～ 21 日のコジマルシェ
開催が決まりました。

第１回の課題の解決方法を模索し
ました。区役所抜きでどのよう
な連携体制をとるか、どちらかに	

負担がかからないようどのように
準備を進めるか、お互いにWin-
Win になるような出店方法、情報
発信の工夫などにについて話し合
いました。

どんなラウンドテーブル？
宮前区で「納得のいく人生」を送
るには？テーブル２では、宮前区で
健康で楽しく暮らし続けるために、
気軽に立ち寄れる・出かける場を
どのようにつくり、広げていくかを
テーマに話し合いを進めました。

ミーティング２では、シニアがより
地域でいきいきと暮らせるために、
地域の既存の資源を活用してどん
なことができるかのアイデア出しを
しました。シニアの様々な悩みの解
決やいきいきした暮らしを実現する
ために、使いたい地域の資源を掛

け合わせて、やりたいことを出し合
いました。

そして、「応援したい！」と思ったア
イデアや資源に対してシール投票を
行いました。　

民間企業が保有する場を地域が活
用できることになり、場を持つ企
業の事情やニーズの理解を深める
ことができました。

また、ラウンドテーブルを通じて、
企業と市民の協働の取組情報を行
政で取り扱えるようになりました。

今回は、地域活動の支援のため場
所の提供を促進するという形で、
ポスターやチラシを区役所に置くこ
とになりました。ラウンドテーブル
という機会がなければ、一般的に
は難しい対応が可能になりました。

テーブル３を通じて、官と民がコラ
ボレーションするラウンドテーブル
と、それも含めたソーシャルデザイ
ンセンターの可能性が見えてきまし
た。

テーブル２は、テーブル１・３と比
べて、ゼロベースで議論したことが
特徴でした。ゴールが見えにくかっ
たという課題はありましたが、様々
なアイデアから新たな可能性や広が
りを感じるテーブルでした。

また課題解決のアイデア自体につい
て、議論を通じて進めることができ
ました。もともとは、「道の駅」と
いう定常的な場所をイメージされて
いた西村さんが、皆さんからの意
見を聞いて、シニアにとっては、集
まりやすいようにそれぞれにとって

身近な場所でやることが大事なの
ではないか、移動図書館のように
様々なところを決まった曜日、時間
でまわっていくのがいいのではない
かといった形で考えを深めることが
できました。

テーブル

2

テーブル

3 •	 ミーティング２：	
2021年12月５日（土）9:00 〜11:00

•	 第２回コジマルシェ：	
2022 年３月19日（土）〜 21日（祝）

•	 ミーティング２：	
2021年12月18日（土）15:00 〜17:15

DATA

DATA

2 

（１）シニアが地域でいきいきと楽しむ！を創るためには？ 
シニアがより地域でいきいきと暮らせるために、地域の既存の資源を活用してどんなことができ

るか？のアイデアを参加者で出し合いました。 

 

 

●アイデア出しの考え方（西村さんの思い） 
・対象（シニア）の課題を解決するために何かを「提供する」のではなく、対象としたいシニ

アが自分でも何かができたり、生み出すことができる機会や環境を創出することがポイント 

・宮前区の中学生の地域貢献度は他区と比べて低いというデータがあった。親が地域に関わっ

ていて楽しんでいる姿を子どもに見せられると、子どもが地域との関わりを持つことにつな

がるのではないか。 

●対象のイメージ：「シニア」ってどんな人？ 
・50代以上 

・地域で何かをやりたい、地域と関わりたいと少しでも感じている人（実際に行動できていな

くても良い。そういう思いが少しでもある人） 

［アイデア出し］ 
・シニアの様々な悩みの解決やいきいきした暮らしを実現するために、使いたい地域の資源を

掛け合わせて、やりたいことを出し合いました。 

・アイデアに対して、「応援したい！」と思ったアイデアや資源にシール投票しました 

 

テーマ（目的） 
 

解決したいことや 

実現したいこと 

× ▶ 

解決したいこと解決したいことなどと などと 
既存の資源既存の資源を掛け合わせて を掛け合わせて 

アイデアを出しましたアイデアを出しました

20のの  
アイデアアイデア

40のの  
資源資源

が集まりました！が集まりました！
3 

アイデア集 

凡例｜◉ 実現するために関わりたい！｜○ 応援したい！ ▼ 

テーマ（目的） ×   活用したい資源 ▶    やりたいこと シール 
（再掲） 

シニアと子ども
の交流を育む 

×移動図書館（◉1、○2） 
・移動図書館＋紙芝居＋カフェ 

・移動図書館×移動動物園 

▶シニアと子どもの交流を育む 
・多世代交流（子ども～大人） 

・シニアと子どもの交流会、テーマ
は？  

◉１ 
○２ 

＊テーマ全体への
投票：◉２、○３ 

×ファーマーズマーケットで農の
応援（◉1、○2） 

・ファーマーズマーケットやりたい 

◉１ 
○２ 

 ×地域の高校生や大学生 
・先生は高校生、大学生、高齢者 

 

▶オンラインの楽しみ方教室（○2） 
・オンラインの楽しみ方教室 

・シニアが若い人と一緒に過ごすこ
とが大事 

○２ 

 ×公園 
・南野川ふれあいの森（○1） 

▶「自然との触れ合い」「遊び」を通
じた交流（◉1） 

・多世代との交流、自然を楽しむ、仲
間作り、遊び（コミュニティ） 

◉１ 
○１ 

 ×昔遊び 
・紙芝居 

▶「遊び」を通じた交流 
・多世代で交流を図る遊び（○1） 

○１ 

  

 

▶「運動」を通じた交流 
・小学校の運動会で多世代リレー 
（100歳代～、90歳代～、80歳代
～ に早く車椅子を走らせる練習） 

 

健康促進、 
地域を知る、 
困りごとの共有 

×川や公園 
・矢上川 

・平瀬川 

・公園など 

▶健康マラソンで交流しながら 
地域を知り、困り事を吸い上げる 
（◉１、○1） 

・マラソン交流 

◉１ 
○１ 

対話・語り合える
場づくり 

×カウンセリング等のスキル・人脈 
・“自分らしく生きるために” 
～家族間調整、後見等～ 

・オープンダイアローグ、対話の会主
催、カウンセリング 

・コ・リーガルとして法律家とともに
相談、講演、カウンセリング 

▶対話を通じて幸福度UP 
（◉2、○５） 

・対話（ダイアローグ）の会。幸福度
の高いフィンランドの処方箋 

・多世代でも、シニア同士でも 

・言葉を発することが大事 

・困ったときには相談できる 

◉２ 
○５ 

民間企業と市民と行政の 民間企業と市民と行政の 
協働の可能性が 協働の可能性が 
広がりました！広がりました！

テーマ（目的）

解決したいことや

実現したいこと
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７-1｜ラウンドテーブルへの今後の参加について ７-２｜希望する関わり方 

・ラウンドテーブルメンバーとして： 
19 回答（79.2%） 

・傍聴として： 
５回答 (20.8%) 

・プロジェクトオーナーとして： 
４回答 (16.7%) 

 
 

７-３｜参加してみたいと思うラウンドテーブルのテーマ 

関⼼があるテーマなど 
●⼈材や活動をつなげるなどのしくみづくり

や運営⽅法 
●公共施設・⺠間施設の利活⽤ 
●交流できる場づくり・たまり場づくり 
●市⺠の交流、多世代交流 
●防災をテーマにした取組 
●⾼齢者の課題を解決し、サポートするよう

な取組 
●イベントや講座 
●宮前のより良いコミュニティづくり・まち

づくりにつながる内容であればこだわらな
い 

連携したい⼈ 
●若い⼈・町内会・商店会など、お試し実施

に参加していなかったような⼈との連携 
●⺠間企業と地域との連携 

どんな場であって欲しいか 
●住⺠参加や対話のオープンな場で、宮前の

魅⼒を創出し発信する企画 
●参加者への配慮として⽬的を明確にするこ

とが必要 

●とくにない／お試し実施後に考えたい 
 
 

８｜その他「お試し実施」についてご意見 

●様々な⽴場の意⾒が聞けた 
●SDC のイメージや希望のシナリオの進め⽅ついて議論する場があると良い 
●テーブルが果たした役割がまだ理解できていない／課題を理解しきれなかった 
●実施はしなかったが素敵なアイデアが出たので、実現できると良い 
●コロナでリアルのイベントを実施できるか⼼配。オンライン活⽤の検討も必要 
●違う時間帯のコジマ施設の地域 PR のための活⽤を試せると良い 
●特技を持つ⼈の発掘とお披露⽬ができると良い 
●ラウンドテーブルのテーマや⽅向性がすでに決まっていた 
●特にない 

お試しラウンドテーブルの 
効果検証アンケート結果

•	 多様な立場の人が意見を出し合
うことで、発見や気づきにつな
がった

•	 テーブルごとに得られる効果に
特徴があるが、「地域の資源を
知る」「ノウハウの共有」は共通
して評価が高かった

•	 １つの主体では実現できないこ
との実現につながった

テーマと目的の設定と共有：
•	 ミーティングの目的を明確に。
変化したとしても共有すること
が大切

•	 イベントだけではなく、地域の
課題を吸い上げるには

運営体制について：
•	 継続的な取組を続けていくため
の体制が必要

人や活動をつなぐ／巻き込む：
•	 多様な人が参加するからこそ、
お互いを理解しあえる雰囲気づ
くりやつながるしかけが必要

•	 ノウハウの継承や場所の活用を
実現するには、活動の積み重ね
や地道な働きかけが必要

•	 多様な層の人々を巻き込むため
の工夫やしかけが必要

ラウンドテーブルに関するご意見

ラウンドテーブルの成果と今後の課題

宮前区 SDC のあり方に関するご意見

お試しラウンドテーブル実施後、ご参加いただいた皆さんにアンケートを実
施しました。アンケートでは、ラウンドテーブルの成果や課題について理解
するために、ラウンドテーブルの効果について伺いました。また、お試しラ
ウンドテーブルを実施してみた経験を通じて、「ラウンドテーブル」も含めた
宮前区のソーシャルデザインセンターの機能やあり方についてもご意見をい
ただきました。
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アンケート結果 ｜ 概要 
 

ラウンドテーブルについて 
 

２｜参加したテーブル  ３｜ラウンドテーブルの効果 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４｜参加した「お試しラウンドテーブル」の効果に関するご意見 

凡例 ｜ 良かったこと ｜ どちらでもない・改善できること ｜ 気になったこと 

テーブル１：公園×マルシェで「拡⼤まちかどシェア」 
●活動の運営の⼿助けになった 
●場の活⽤を通じて地域の⼈と知り合える活動にやりがいを感じた 
●活動について、取組の運営⽅法や、⼈や場などの資源の活⽤について理解が深まった 
●⾏政や町内会の参加による活動の広がりや安⼼感を感じた 
●開催等の⼤事な部分はすべて決まっていたので、ラウンドテーブル単体での効果は答えづらい 
●メンバーの関係を深める、新たな活動を⽣むためには積み重ねが必要 

テーブル２：シニアが気軽に⽴ち寄れる場（宮前区版道の駅）をつくってみよう！  
●⼀から課題を検討するテーマはラウンドテーブルのお試しとして良かった 
●課題の検討、課題に気づくことができた 
●様々な資源があることがわかった 
●対象をシニアに限定する必要はないのでは 
●テーブル２の効果測定はまだ早い 

テーブル３：⺠間が保有する地域の場と地域活動をマッチングしよう！  
●参加者の活動⼒や熱意に感⼼した 
●効果を実感できるのはイベント実施後なので、まだわからない 
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①地域の資源や活動している⼈等を知ることができた

②新たな知り合い・つながりができた

③ラウンドテーブルメンバー同⼠の関係が深まった

④⺠間企業との連携が進んだ

⑤今まで参加していなかった活動に参加できた

⑥ノウハウが共有できた／を得ることができた

⑦⺠間が保有する地域の場の活⽤が進んだ

⑧公共施設・空間の活⽤に関する理解が深まった

⑨公共施設・空間の活⽤が進んだ

⑩活動の情報発信の⽀援ができた／を受けられた

⑪新たな活動が⽣まれた

⑫活動の困りごとを解決できた

⑬地域課題の解決や実現したいことのアイデアが深まった

⑭参加者や地域を巻き込んで⼀緒に活動できた

⑮担い⼿の多様化と育成を⽀えることができた

⑯宮前区らしい取組を後押しできた

【問3】 参加された「お試しランドテーブル」の効果について、評価してください。

1. 効果がなかった 2. あまり効果がなかった 3. どちらとも⾔えない 4. やや効果があった 5. 効果があった

テーブル１
13名｜41%

テーブル２
10名｜31%

テーブル３
9名｜28%

１．公園×マルシェで「拡⼤まちかど
シェア」（辻さん・浅野さん）

２．シニアが気軽に⽴ち寄れる場（宮
前区版道の駅）をつくってみよう！
（⻄村さん）

３．⺠間が保有する地域の場と地域活
動をマッチングしよう！（森⼭さん）

Q10｜宮前区SDCが担うべき
役割・果たすべき機能
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②地域の⼈や活動をつなげる

⑤地域に活⽤される開かれた場の推進
⑬参加者や地域を巻き込んで⼀緒に活動する

①参加の輪を広げる
⑪負担なく継続するための⼯夫や新たな運営⽅法の⽀援

⑥多様な使い⽅ができる場の推進
⑧多様なアプローチを活⽤した情報発信を⽀える

③多様なアクターとの連携を⽀える
⑩⼈材や収⼊を安定的に確保するための⽀援

④ノウハウやスキルをシェアする
⑭担い⼿の多様化と育成を⽀える

⑮宮前区らしい取組を後押しする
⑦スピード感のある情報発信を⽀える

⑨ターゲットを絞った情報発信を⽀える
⑫活動の運営について相談
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⑪負担なく継続するための⼯夫や新たな運営⽅法の⽀援

⑥多様な使い⽅ができる場の推進
⑧多様なアプローチを活⽤した情報発信を⽀える

③多様なアクターとの連携を⽀える
⑩⼈材や収⼊を安定的に確保するための⽀援

④ノウハウやスキルをシェアする
⑭担い⼿の多様化と育成を⽀える

⑮宮前区らしい取組を後押しする
⑦スピード感のある情報発信を⽀える

⑨ターゲットを絞った情報発信を⽀える
⑫活動の運営について相談
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SDCのあり方について 
 

９－１・２｜ラウンドテーブル形式の継続に関するご意見 

はい（継続できると良い） 
●活発な意⾒交換ができて、発⾒や気づきにつながるため 
●期間を設けて、まちづくりの実情に合った討議が必要 

継続できると良いが、改善が必要 
●ラウンドテーブルには多様な⼈を巻き込み、⼈が偏らない⼯

夫が必要 
●実際のラウンドテーブルでは、参加するテーブルを⾃由に選

択できると良い 
●場所とメンバーは固定したほうが良い（メンバーは期間限定

でよい） 
●場所はいらないが、ラウンドテーブルを回すための事務局の

ような機能が必要 
●区役所の主導がある程度必要 
●同じ話が繰り返され、効果がないことが⼼配 
●対⾯で集まってラウンドテーブルを実施するということを前
提にして良いかが⼼配 

●現段階では判断できない、実践と考察を繰り返すことが⼤事 

いいえ 
●具体的な企画がなくてもふらっと悩みを相談できる、⽇常の
区⺠を受け⼊れる場所になるとよい 

 
 

９－３｜ラウンドテーブル形式以外のアイデア 

 

●活動する⼈や団体が活動を共有し、交流を通じて繋がり、新たな活動を⽣み出す 
●資源と⼈を結んで、課題解決に導くようなしくみ 
●市⺠の活動を⽀援するしくみ 
●市⺠の声を広く集める、悩みの相談に乗る 
●市⺠がふらっと⽴ち寄って創発が⽣まれる環境をつくるために、固定した場所とスタッフ機能が必要 
●実施する取組（拠点やラウンドテーブルなど）は、その時のニーズに合わせて変化しても良い 
●まちづくり協議会と⼀緒に活動できると良い 
●その他 

  

9-3 ｜ラウンドテーブル以外、どのような形式が望ましいか？

•	 活動する⼈や団体が活動を共有し、交流を通じてつながり、	
新たな活動を⽣み出す

•	 資源と⼈を結んで課題解決に導くようなしくみ
•	 市民の活動を⽀援するしくみ
•	 市⺠の声を広く集める、悩みの相談に乗る
•	 市民がふらっと立ち寄って創発が生まれる環境をつくるために、
固定した場所とスタッフ機能が必要

•	 実施する取組（拠点やラウンドテーブルなど）は、その時のニー
ズに合わせて変化しても良い

•	 まちづくり協議会と⼀緒に活動できると良い

９-1｜ラウンドテーブル形式は
今後も継続できると良いか？

３｜ラウンドテーブルの効果は？ ７｜ラウンドテーブルへの
今後の参加は？

10 ｜宮前区 SDC が担うべき役割・果たすべき機能は？

希望する関わり方（参加したい人）

ラウンドテーブルメンバー
として 79.2%

傍聴として 20.8%
プロジェクトオーナー	
として 16.7%

 
4 

７-1｜ラウンドテーブルへの今後の参加について ７-２｜希望する関わり方 

・ラウンドテーブルメンバーとして： 
19 回答（79.2%） 

・傍聴として： 
５回答 (20.8%) 

・プロジェクトオーナーとして： 
４回答 (16.7%) 

 
 

７-３｜参加してみたいと思うラウンドテーブルのテーマ 

関⼼があるテーマなど 
●⼈材や活動をつなげるなどのしくみづくり

や運営⽅法 
●公共施設・⺠間施設の利活⽤ 
●交流できる場づくり・たまり場づくり 
●市⺠の交流、多世代交流 
●防災をテーマにした取組 
●⾼齢者の課題を解決し、サポートするよう

な取組 
●イベントや講座 
●宮前のより良いコミュニティづくり・まち

づくりにつながる内容であればこだわらな
い 

連携したい⼈ 
●若い⼈・町内会・商店会など、お試し実施

に参加していなかったような⼈との連携 
●⺠間企業と地域との連携 

どんな場であって欲しいか 
●住⺠参加や対話のオープンな場で、宮前の

魅⼒を創出し発信する企画 
●参加者への配慮として⽬的を明確にするこ

とが必要 

●とくにない／お試し実施後に考えたい 
 
 

８｜その他「お試し実施」についてご意見 

●様々な⽴場の意⾒が聞けた 
●SDC のイメージや希望のシナリオの進め⽅ついて議論する場があると良い 
●テーブルが果たした役割がまだ理解できていない／課題を理解しきれなかった 
●実施はしなかったが素敵なアイデアが出たので、実現できると良い 
●コロナでリアルのイベントを実施できるか⼼配。オンライン活⽤の検討も必要 
●違う時間帯のコジマ施設の地域 PR のための活⽤を試せると良い 
●特技を持つ⼈の発掘とお披露⽬ができると良い 
●ラウンドテーブルのテーマや⽅向性がすでに決まっていた 
●特にない 

課題

概要

成果

アンケートで 
いただいた 

ご意見を踏まえて、
次のページの 

宮前区 SDC 像（案）を 
まとめました！

◀アンケート 
　結果の詳細は 
　こちらから！

https://www.city.kawasaki.jp/miyamae/
cmsfiles/contents/0000103/103205/22
_0313miyamaeSDC_03_sanko2.pdf

https://www.city.kawasaki.jp/miyamae/cmsfiles/contents/0000103/103205/22_0313miyamaeSDC_03_sanko2.pdf
https://www.city.kawasaki.jp/miyamae/cmsfiles/contents/0000103/103205/22_0313miyamaeSDC_03_sanko2.pdf
https://www.city.kawasaki.jp/miyamae/cmsfiles/contents/0000103/103205/22_0313miyamaeSDC_03_sanko2.pdf
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宮前区ソーシャルデザインセンターの検討を進めるにあたって、2018 年からの 
検討、2021 年度のお試しラウンドテーブルの実施やアンケートのご意見を基に、
区でソーシャルデザインセンター像を「長期的／短期的」の２種類描いてみました。

この案を基に 2022 年 3 月 13 日のミーティング３で意見交換しました。

宮前区SDC のあり方について具体的な検討をスタートするために、
将来、宮前区SDC が発展した際の将来像を描いてみました。お試し
実施したラウンドテーブルだけではなく、様々な機能を実施して、多
様な資金源を活用しながら運営していくイメージを示しています。

区民の皆さんは、地域での日頃の悩みやまちで実
現したいことをSDCに持ち寄ることで、課題の

解決や取組の実現につなげられます。SDCサポーターやSDCに直接
持ち寄って、様々な人が話し合って、それが解決されて活動になってい
く。そんな将来像を描いています。

活動を支援する機能
宮前区内の多彩な地域活動を支える機能と
して、令和元年度の「現地ツアー」から得
られた活動の手助けになりそうなアイデア
をもとにまとめた、６つの柱の活動支援を
SDCの機能としています。

SDC の取組
区内の様々なニーズに応えるため、様々な
取組が SDCでは実施されていることが考
えられます。

まず、SDCに相談したいことがある際に、
気軽に訪れられる窓口や場を想定しました。
例えば、リアルな拠点があれば、あるいは
SNSやホームページを活用したオンライン
窓口など、多様なあり方が考えられます。

また、日頃から地域の声や悩みなどを集め、
まちの課題として整理していく取組も SDC
として必要です。

そして、みんなで協力して解決策を考える
べき地域の課題は、ラウンドテーブルで検討
して話し合う。そんなSDC像（案）を考え
ました。

さらに、SDCについて区民に広く知っても
らい関わりをつくるためのイベント、公共空
間の管理運営や、区内の様々な活動を支援
する取組なども、SDCを実施していく上で
大切な取組であることが考えられます。

SDCの運営に関わることはできな
くても、SDCの趣旨や取組に共感
し、関心を持っていただき、SDC
を盛り上げ応援してくださる宮前区
の様々な団体や個人などです。

関わり方としては、ラウンドテーブ
ルを実施する際に参加する、資源
を提供する、時には課題をラウンド
テーブルに持ち込みプロジェクトの
オーナーになる、といった関わり方
ができると良いと考えます。

サポーターのみなさんによって、宮
前区民にSDCの取組をシェアして
いただくことで、より区民による、
区民のためのソーシャルデザインセ
ンターが実現すると考えます。

宮前区 
SDC サポーター

宮前区民

▲動画でも 
　紹介中！

みなさんと一緒に さらに さらに 
更新更新予定！

長 期 的 な 長 期 的 な 
将 来 像将 来 像

宮前区のソーシャル 
デザインセンター像（案）

運営体制（ネットワーク）
運営体制については、1つの団体で
はなく、多様な団体が連携していく
ことを描いています。

それぞれの特徴を活かした中間支援
機能を担いながら緩やかにつながっ
ていくという形にすることで、多様な
人がつながっていくことに期待してい
ます。区役所も運営団体の1つとし
て関わるとともに、運営団体の取組
を下支えしていく予定です。

運営における資金については、多様
な資金源を活用して、自主財源によ
る運営を目指します。

宮前区ソーシャル 
デザインセンター（SDC）
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SDC のあり方・考え方・進め方

運営主体・体制 情報発信

凡例
　 感想
　 気になったこと
　 わからなかったこと

人の巻き込み方

SDC の取組

宮前区ソーシャルデザインセンター像（案）について

皆さまからいただいたご意見

SDC の取組
ラウンドテーブルの機能を強化・補
完するため、課題の収集・整理やオ
ンラインの相談窓口などの設置が
考えられます。

活動とプロジェクト
長期の将来像と違い、活動のプロ
ジェクトの数が少なめです。SDC
の担い手を育てながら、地域での
つながりを広げていき、信頼と実
績を積み上げていくことで、多くの
プロジェクトを検討できるようにな
り、様々な活動が生まれていくこと
が考えられます。

運営体制
長期的なあり方の実現に向けて、
まずは短期的な進め方を考えるた
めに、SDCを立ち上げるワーキン
ググループが必要です。区役所は、
ワーキンググループに関わりなが
ら、SDCの自立・機能強化に向けて、
下支えをしていく役割を果たす予定
です。

得意なことを
掛け合わせて、 

新しい価値を生む
SDC になると 

良い

ラウンド
テーブルは多様
な人が参加でき
る・することが

大事

若い人、働く世
代、少し手伝いたい
人が「地域活動のパー
ト」のように、気軽に
関われる入り口があ

ると良い

一般区民が持ち寄
る課題を、SDCは楽
しい課題解決に変換で
きると良い。どのよう
に課題を呼び込める

かが大事

SDCの役割は、
みんなの困りごとを持
ち寄って、まちの課題と
して捉え、新しいやり方
／解決策を考えること

だと良い

地域の人や資源に
ついて詳しい人がい
なくても、つながりを
生むような仕組みが
あると良い

まずは優先順
位をつけて、すぐ
にでも始められる情
報発信や課題収集・
整理に取り組める

と良い

大多数の区民
が SDCの取組に
ついて知らない。	
どのように参加を広
げていくかが課題

担い手を育て
る／関わってもら
える方法を考える
必要がある

相談窓口を	
設置した際に、
区役所との住み分
けが気になる

SDCの役割
は、区内の資源
をつないでコーディ
ネートする役割で
はないか？

複数組織で
運営するとして、
SDCの財布はどう
なるのか？考える
必要がある

SDCに個人
として関われ
るのか？

ラウンド
テーブルに誰
がつくかをどの
ように決める
のか？

拠点・場が
あったら誰が
運営する？

既存の資源や
ツールを活用して、
オープンにして広め
ていくことが大事

どうやって実現す
るのかといった具体
的なロードマップが必
要（短中期のステッ

プを示す）

場や拠点は
固定だけではな
く、移動できるこ
とも視野に考え
るとよさそう

SDCが受け
る相談はどのよう
なものを想定して
いるか、深める必
要がある

急に長期的な将来像をフルスペックで実施することは難しいため、できる	
ところから始めて、トライ＆エラーで動かしながら実装していく。

お試し実施で一定の評価をいただいた「ラウンドテーブル」からスタートして、
どのようにSDCを実働させていくか、みなさんと考えながら進めていきます。

2022年 3月13日（日）のミーティング３にご参加いただいた皆さんから、SDC像（案）について感
想や気になることを伺い、SDCのあり方についてたくさんのご意見をいただきました。ここではその
一部をご紹介します。全てのご意見を整理した資料は、区ホームページをご覧ください！▶︎

実現に向けて、短期的にできることは？
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これまでの区の取組これまでの区の取組

市の方針・ツール等市の方針・ツール等

宮前区のソーシャルデザインセンターに関する	
検討や取組をご紹介！

川崎市のコミュニティ施策の実現に向けて、	
地域での取組を支える情報やツールを掲載しています参考情報参考情報

中部児童相談所中部児童相談所

区役所

活動

文化 ・ スポーツ施設

病児保育施設

小学校・中学校・ 高等学校

子育て施設

こども ・青少年施設・児童福祉施設

福祉パル ・ 社会福祉協議会

老人福祉センター・ 老人いこいの家

地域包括支援センター

障害者相談支援センター

凡例

相関図の活動場所が確認できる
情報をマップに落としてみました

宮前区
活動相関図

令 和 元 年 11 月 17 日 現 在
マップ版

「宮前区活動相関図」
ってなあに？

宮前区「希望のシナリオ」
実現プロジェクトとして、
2019 年 1月～3月に宮前
区が開催した勉強会およ
び区民検討会議で、参加
者の皆様より宮前区内の
活動情報をお寄せいただ
き整理し、つながり等の
関係を相関図にしました。
それを基に、区民のみな
さまの手で更新中。

宮前区役所 ・保健福祉センター宮前区役所 ・保健福祉センター

鷺沼行政サービスコーナー鷺沼行政サービスコーナー

道路公園センター道路公園センター

鷺沼ふれあい広場
 (「カッパーク鷺沼」内 )
鷺沼ふれあい広場
 (「カッパーク鷺沼」内 )

宮前市民館宮前市民館

宮前市民館菅生分館宮前市民館菅生分館

エンゼル宮前エンゼル宮前

野川小学校野川小学校

南野川小学校南野川小学校

西野川小学校西野川小学校

有馬小学校有馬小学校

西有馬小学校西有馬小学校

鷺沼小学校鷺沼小学校

土橋小学校土橋小学校

富士見台小学校富士見台小学校

宮前平小学校宮前平小学校

犬蔵小学校犬蔵小学校

稗原小学校稗原小学校

菅生小学校菅生小学校

向丘小学校向丘小学校

平小学校平小学校白幡台小学校白幡台小学校

宮崎台小学校宮崎台小学校

宮崎小学校宮崎小学校

野川中学校野川中学校

有馬中学校有馬中学校

宮前平中学校宮前平中学校

犬蔵中学校犬蔵中学校

菅生中学校菅生中学校

平中学校平中学校

向丘中学校向丘中学校

宮崎中学校宮崎中学校

県立川崎北高等学校県立川崎北高等学校

地域子育て支援センター
さぎぬま
地域子育て支援センター
さぎぬま

地域子育て支援センターペジーブル地域子育て支援センターペジーブル

地域子育て支援センターたつのこのこ地域子育て支援センターたつのこのこ

地域子育て支援センターすがお地域子育て支援センターすがお

地域子育て支援センターのがわ地域子育て支援センターのがわ
野川こども文化センター野川こども文化センター

地域相談支媛
センターシリウス
地域相談支媛
センターシリウス

地域子育て支援センター花の台地域子育て支援センター花の台

地域子育て支援センターたいら地域子育て支援センターたいら

地域子育て支援センターみやざき地域子育て支援センターみやざき

有馬こども文化センター有馬こども文化センター

蔵敷こども文化センター蔵敷こども文化センター

菅生こども文化センター菅生こども文化センター

平こども文化センター平こども文化センター

白幡台こども文化センター白幡台こども文化センター

宮崎こども文化センター 宮崎こども文化センター 

宮前平こども文化センター宮前平こども文化センター

こどもサポート南野川こどもサポート南野川

川崎市青少年の家川崎市青少年の家

まぎぬ児童家庭支援センターまぎぬ児童家庭支援センター

白幡台老人いこいの家白幡台老人いこいの家

平老人いこいの家平老人いこいの家

宮前図書館宮前図書館

宮前地区会館宮前地区会館

宮前スポーツセンター宮前スポーツセンター

有馬 ・野川生涯学習支媛施設「アリーノ 」有馬 ・野川生涯学習支媛施設「アリーノ 」

福祉パルみやまえ
 ( 宮前区社会福祉協議会 ) 

福祉パルみやまえ
 ( 宮前区社会福祉協議会 ) 

宮前区あんしんセンター宮前区あんしんセンター

宮前老人福祉センター
 ( 宮前いきいきセンター ) 
宮前老人福祉センター
 ( 宮前いきいきセンター ) 

野川老人いこいの家野川老人いこいの家

有馬老人いこいの家有馬老人いこいの家

鷲ヶ峰老人いこいの家鷲ヶ峰老人いこいの家

みかど荘地域包括支援センターみかど荘地域包括支援センター

鷲ヶ峯地域包括支援センター鷲ヶ峯地域包括支援センター

川崎愛児園 ( 児童養護施設 )川崎愛児園 ( 児童養護施設 )

富士見プラザ地域包括支援センター富士見プラザ地域包括支援センター

レストア川崎地域包括支援センターレストア川崎地域包括支援センター

フレンド神木地域包括支援センターフレンド神木地域包括支援センター

宮前平地域包括支援センター宮前平地域包括支援センター

地域包括支援センタービオラ宮崎地域包括支援センタービオラ宮崎
みやまえ基幹相談支媛センターみやまえ基幹相談支媛センター

地域相談支援センターポポラス地域相談支援センターポポラス

地域相談支援センターれもん地域相談支援センターれもん

向丘出張所向丘出張所

宮前区役所宮前区役所

農園フェス（持田農園）

有馬団地ネットワーク会議  

アリーノの子ども食堂

川崎北高への食育授業　

まちかどマルシェ
川崎市民100人の本さぎ沼商店会イベント

まちかどライブラリー

読み聞かせグループあじさい

馬絹の愛児園
フロンタウン

WEショップみやまえ

ポレポレ
（有馬ふるさと公園冒険遊び場）

 有馬オープンガーデンの会

高山市営住宅の土曜ストア

まちかどマルシェ

農園フェス
（はぐるま稗原農園収穫祭）

菅生緑地

北部市場

水沢森人の会

平瀬川流域まちづくり協議会

犬蔵文庫

消防訓練センター

すがお・手つなぎまつり
ゆ～ずパーティー

農園フェス
（小泉農園）

長尾住宅いきいきサロン
長尾いきいき体操

東高根森林公園

ゆいっと

NEXCO中日本
コミュニケーション・プラザ川崎南平町内会防災訓練

農園フェス
（花の停留祭）

DT12プロジェクト

親と子のふれあい広場
ワーカーズ・コレクティブ

ワーカーズ・コレクティブ

みやまえ・東部62部隊を
語り継ぐ会(おばけ灯篭)

宮崎台宮崎台

宮前平宮前平

鷺沼鷺沼
サンフェスタ

TIDA's house
お絵かき教室

宮山スポーツプラザ

会食会

野川はあも
コミュニティバス

会食会さぎ沼まちゼミ
B&B穏 on
（民泊＆レンタルスペース）

有馬町会の活動
・ふれあいフェスティバル in 有馬
・町会防災訓練

会食会

会食会
ふれあいサロンさつか

向丘青年部

宮前ガーデニング倶楽部

宮前ガーデニング倶楽部

土橋カフェ

土橋園芸クラブ

ここわサロン 障害者アート

みやまえ農の応援隊

宮前ガーデニング倶楽部

ふるさとさくら祭り

ふるさとさくら祭り

生活支援センターきまっしー／ひよこのパン

会食会

矢澤水耕農園

生田緑地

とんもり谷戸の自然を守る会

ひこうきぐも（宮崎第１公園冒険遊び場）
ひとりぐらし老人会食会

落書き戦隊ケスンジャー
ゆうたんのほっぺた

 すずの家 /すずの会

宮前第3地区社協／カフェ桃花、ひとりぐらし食事会

つちはしプレーパーク
（土橋１丁目公園冒険遊び場）

 まちかどシェア
（住まいと暮らしのコンシェルジュ）

Restaurant & Café谷戸の下
（ささらプロダクション）

読み聞かせグループあじさい

ぴよぴよ
（小台公園冒険遊び場）

らいよん公園プレーパーク
（宮崎第４公園冒険遊び場）

小学校おやじの会

ラベンダー保健室
（地域のがんサロン）

ワーカーズ・コレクティブ

うつし世の静寂に
（ささらプロダクション）

コミュニティガーデン
みやざきだいこども食堂

野川第３公園プレーパーク（冒険遊び場）

読み聞かせ

西野川小あいさつ運動

鷺沼仲良しサロン

夏休み子ども遊びランド
市民館・図書館

みやまえ子育てフェスタ
みやまえ JAM
外国人市民が学ぶ識字学級
防災フェア

市民館deロビーカフェ

まちかどライブラリー
思い出し俳句

1st サポーターズ カフェRing
CAFÉバルーン
「Cafe みやまえ」

市民館ウインズ

オオカミの護符
（ささらプロダクション）

シェア畑

川・谷戸・森
宮前美しの森公園
矢上川の散歩道整備

新エネルギー」の公園（河川）
などの設置（アイデア）

公園花植え活動

公園花壇づくり支援（まち協）
花苗支援（まち協）

公園緑地愛護会

公園利用の活性化（アイデア）

宮小・土橋小で花植え（宮前第３社協）

公園×図書館

農

直売所Guide Map（まち協）
農家めぐりウォーキング（まち協）

じもたんkids
JA収穫祭

農業体験・果物狩り
農フォーラム（まち協）
セレサモス×図書館（アイデア）

シェア畑グリーンバード
JUN-CAN会議

環境

スポーツ

NPO法人ファンズアスリートクラブ
スポーツセンター

スポーツ推進委員会

スポーツ（健康）（アイデア）

骨盤エクササイズトレーナー
総合型地域スポーツクラブ

食・食育

食品ロスへの取り組み
ママ友ランチの会

ヘルスメイト

C級グルメ

多世代交流

地域の寺子屋
稗原ゆ～ず連絡会

子ども食堂

川崎市政を糺す会

コミュニティカフェ

サンフェスタ

ディスカバーウィークみやまえ

じもたんkids
地域のスポーツクラブ

有馬こども会OB会

子育て応援団
mama-on

地域教育会議
地域子育て支援センター
こども文化センター

子育てサロン・広場

子育てグループ
すがお・手つなぎまつり
自主保育

地域の寺子屋

子ども食堂

かんがるー子育てネットワーク

PTA

塾・学校

青少年指導員
宮前地区第３民生
プレママとママの集い

子ども・子育て

宮前親子学級おひさま

高齢者

ゆいっと

これだけは書いておこうカード

シニアライフを
生き生きと楽しむ会

傾聴すがお

認知症サポーター

リハビリサポーター

傾聴ボランティア

いこいの家
介護者の会

町内会見守り活動

こがもノート

ミニデイ

こがも会

地域包括支援センター
地域社協

地域見守り活動

昼食会・配食ボランティア

健康体操
コミュニティカフェ

情報発信

まちゼミ×図書館（アイデア）

じもたんkids
マルシェ
ぽーたろう

イベントカレンダー（宮前まち倶楽部）
宮前まち倶楽部

まちゼミ

地域活動の情報発信（福祉、子ども分野）
宮前コミュニティプラットフォーム
地モトニュースで宮前区内のイベントなどを放送
ぐる～っとみやまえ（冊子・TV）
観光協会（広報誌）
情報ラボ（冊子・TV)
タウンニュース

まち協広報誌

宮前区まちづくり協議会（まち協）
まちづくり広場ラブみやまえ（まち協）
フォトコンテスト（まち協）
ウェルカムパック（まち協）

リハビリグループ

21会（男性ボランティアによる
高齢者障害者サポート）

ボランティア

手芸クラブ 縫夢教ホームルーム

ケア・カフェのぼりと（多摩区）

かけはし虹

作業所
家族会

小学校での障害者福祉体験
生活支援センター

稗原ゆ～ず連絡会

障がい者

ゲストハウス
コネクト
国際おしゃべりサロン
ウェルカムパック（まち協）
外国人国際交流

みやまえカルタ
お絵かき教室

おもちゃドクター

ひまわり（絵）
文化遺産・伝統文化

文化協会文化祭

篁岳吟詠会
（コウガクギンエイカイ）

音楽フェス
宮前老人福祉センター

みやまえ太鼓ミーティング

文化・音楽・芸術

歴史文化調査委員会

歴史

歴史ガイドの会ウォーキングマップ
戦跡・遺跡

（歴史の）ボードゲーム

宮前の歴史を学ぶ会

歴史ガイドでまち歩き
歴史ガイドマップ発行

古文書を読む会

本のひろば ランパンパン

図書館でトークor
アウトリーチ図書館（アイデア）

本とおはなしの一週間
朗読ボランティア

布の絵本
地域資料

地域や生活の課題を支える図書館

本

市民館・分館・アリーノ
地域の寺子屋

ビジョントレーニング
トレーナー

白檀短歌会
BGフレンズ
かけ算九九名人プロジェクト

市民館講座

区内の神社やお寺を
中心とした原文化

市民自主学級・
自主企画提案事業

学び

にぎわいづくり

三田橋商店街の夜店市復活
（アイデア）

みやまえスモール
ビジネスネットワーク（MSBN）
にがおえ描き！

まつり
マルシェ
マルシェサミット
おしゃべりガーデン/おばちゃま

防災推進委員

防犯パトロール

馬絹・大塚で
朝のあいさつ運動

防災キャンプ

有馬町会防災部
消防団

災害時のエネルギー
対策（アイデア）

南平台地域合同
防災訓練

防災訓練

防災・防犯・交通安全

中間支援
資金支援運営委員会（まち協）
直売所Guide Map（まち協）
花苗支援（まち協）
公園花壇づくり支援（まち協）

区内外のコミュニケーション
花の台町内会（広報紙）
町内会（広報部）
NPO法人KCP
フォト川柳（フォトコン部会）
ウォーキング
まちづくりウォーキング
商店街のイベント

まちのひろば
ひらきかた手帖

川崎市「これからのコミュニティ施策の基本的考え方」
川崎市では、希望のシナリオの実現に向けて、多様な主体の
連携により、持続可能な暮らしやすい地域を実現するために、
「これからのコミュニティ施策の基本的考え方」をまとめ、様々
なコミュニティ施策を進めています。

https://www.city.kawasaki.jp/shisei/category/38-1-16-1-0-0-0-0-0-0.html

区における行政への参加の考え方
https://www.city.kawasaki.jp/250/page/0000129457.html

川崎市コミュニティチャンネル
https://www.youtube.com/channel/UCP8_XqI8yTBL5AZT5DtrG8w

まちのひろばひらきかた手帖
https://www.city.kawasaki.jp/shisei/category/38-1-16-1-12-0-0-0-0-0.html

意外と知らない公共施設の柔軟な使い方ガイド
https://www.city.kawasaki.jp/250/page/0000126831.html

まちのひろば WA プロジェクト
https://www.city.kawasaki.jp/250/page/0000109755.html

各区の取組状況（ソーシャルデザインセンターの創出など）
https://www.city.kawasaki.jp/shisei/category/38-1-16-1-13-0-0-0-0-0.html

宮前区活動相関図づくり（ちりばめ図＆マップ）
2019 年１〜３月に宮前区が開催した勉強会および区民検討
会議で、参加者同士で宮前区内の知っている活動を出し合い、
つながり等の関係を相関図としてまとめました。活動場所が確
認できる活動を落とし込んだ「マップ版」も作成しました。

https://www.city.kawasaki.jp/miyamae/page/0000138898.html

“ みやまえ取り組み隊 ” 現地ツアー
区内で様々な活動をしている区民等の「みやまえ取り組み隊」
が始動し、実際に現場で活動の様子を見たり、話を聞いたり
する「現地ツアー」を実施。6日間のツアーには区民・職員等
100人以上が参加し、34の活動を学んできました。

https://www.city.kawasaki.jp/miyamae/page/0000137079.html

ラウンドテーブルのお試し実施
宮前区の区域レベルの新たなしくみの検討として、区内の活動
がより豊かになるために重要な「つなぐ」機能を実現するため、
多様な主体が協働・連携するプラットフォームを「ラウンドテー
ブル」形式でお試し実施しました。

https://www.city.kawasaki.jp/miyamae/page/0000103205.html

宮前区における物販を伴うイベント等に関する 
公園利用ガイドライン
ラウンドテーブルでの議論を踏まえ、公園の利活用に関するガ
イドラインを定めました。これに基づき、さらに公園を楽しく、
魅力的で、愛される場所にできるよう、地域の皆様に御協力
をいただきながら、取組を進めていきます。
https://www.city.kawasaki.jp/miyamae/cmsfiles/contents/	
0000103/103205/kouenguidelines.pdf

宮前区の「希望のシナリオ」実現プロジェクト
2018年から始めた宮前区の「希望のシナリオ」実現プロジェ
クト。これまでの取組内容を区ホームページで紹介してます。
また、これからの展開についても随時更新していく予定です！

https://www.city.kawasaki.jp/miyamae/page/0000103205.html

（仮称）
今後お示しした SDC 像（案）といただいた意見を踏まえて、SDC の取組を進めていきます。

SDCの運営に関わっていただく方として、SDCサポーターとして等、	
様々な形で皆様に関わっていただき、区民の輪を広げていきたいと考えています。

まずは、取組に賛同いただける方に立ち上げワーキンググループに参加いただいて、	
取組を進めていきます。

宮前区宮前区のの  
今今後後 のの取組予定取組予定

t o be cont inued!

https://www.city.kawasaki.jp/250/page/0000129457.html

https://www.youtube.com/channel/UCP8_XqI8yTBL5AZT5DtrG8w
https://www.city.kawasaki.jp/shisei/category/38-1-16-1-12-0-0-0-0-0.html

https://www.city.kawasaki.jp/250/page/0000126831.html
https://www.city.kawasaki.jp/250/page/0000109755.html
https://www.city.kawasaki.jp/shisei/category/38-1-16-1-13-0-0-0-0-0.html
https://www.city.kawasaki.jp/miyamae/page/0000138898.html
https://www.city.kawasaki.jp/miyamae/page/0000137079.html
https://www.city.kawasaki.jp/miyamae/page/0000103205.html
https://www.city.kawasaki.jp/miyamae/cmsfiles/contents/0000103/103205/kouenguidelines.pdf
https://www.city.kawasaki.jp/miyamae/cmsfiles/contents/0000103/103205/kouenguidelines.pdf
https://www.city.kawasaki.jp/miyamae/page/0000103205.html


こ れ ま で の 取 組・今 後 の 動 き な ど、

詳しくは区ホームページへ

（仮称）宮前区の「希望のシナリオ」実現プロジェクト

宮前区ソーシャルデザインセンターの創出に向けた 

「ラウンドテーブル」のお試し実施
令和３年度（2021 〜 2022 年）の活動記録
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